
人
を
育
む
村
づ
く
り

　
４
つ
目
の
柱
と
し
て
「
人
を
育
む
村
づ
く

り
」
で
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
す

べ
て
の
世
代
が
健
や
か
に
学
び
、
成
長
で
き

る
環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

学
校
教
育
で
は
、
令
和
２
年
度
の
中
学
校
統

合
後
も
こ
ど
も
園
・
小
学
校
・
中
学
校
の
連

携
を
強
化
し
、
15
年
間
を
見
通
し
た
一
貫
教

育
を
推
進
し
、
教
職
員
の
資
質
向
上
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
の
活
用
、
特
別
支
援
教
育
の
充
実
を

図
る
ほ
か
、
道
徳
教
育
や
読
書
活
動
、
自
然

体
験
を
通
じ
て
豊
か
な
心
を
育
む
教
育
を
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
体
力
向
上
や
食
育
・

健
康
教
育
の
推
進
に
よ
り
、
望
ま
し
い
生
活

習
慣
の
定
着
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　
青
少
年
の
健
全
育
成
で
は
、
地
域
・
家
庭
・

学
校
・
関
係
団
体
が
連
携
し
、
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
活
動
を
通
し
て
協
調
性
や
社
会
性
を
育

む
取
組
を
展
開
。
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活

用
や
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
、
地
域
全
体

で
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
生
涯
学
習
の
分
野
で
は
、
公
民
館
や
文
化

体
育
館
を
拠
点
に
多
様
な
講
座
や
サ
ー
ク
ル

活
動
を
支
援
し
、
図
書
室
の
充
実
な
ど
を
通

じ
て
、
誰
も
が
学
び
、
交
流
で
き
る
機
会
を

提
供
。
ス
ポ
ー
ツ
振
興
で
は
、
施
設
整
備
や

イ
ベ
ン
ト
開
催
、
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
導

入
に
よ
り
、
世
代
を
超
え
た
交
流
の
輪
を
広

げ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
文
化
活
動
や
文
化
財
の
保
存
に

も
力
を
注
ぎ
、
芸
術
鑑
賞
教
室
や
無
形
文
化

財
の
記
録
保
存
を
実
施
。
台
湾
鹿
谷
郷
や
大

阪
府
豊
中
市
、
沖
縄
県
北
中
城
村
と
の
交
流

を
通
じ
て
国
際
感
覚
と
広
い
視
野
を
育
ん
で

い
ま
す
。
こ
う

し
た
多
彩
な
取

組
に
よ
り
、
玉

川
村
は
、
誰
も

が
学
び
、
成
長

し
、
地
域
で
輝

く
「
人
を
育
む

村
づ
く
り
」
を

着
実
に
推
進
し

て
い
ま
す
。

❶ 学校教育充実事業
こども園・小学校・中学校の連携を
強化し、15年間を見通した系統的教育
を推進。ICT教育や特別支援教育、道
徳教育、読書活動、自然体験などを通
じ、学力と豊かな心の育成を図る。

❷ 青少年健全育成事業
地域・家庭・学校・関係団体が連携し、
スポーツ大会や文化活動を通じて協
調性・社会性を育む。ボランティアの
活用や支援体制整備により、子どもた
ちを地域全体で支える環境を整備。

❸ 生涯学習・スポーツ振興事業
公民館や文化体育館を拠点に、多様な教
室・講座・イベント等を行い、村民が自
由に学び交流できる環境を提供。施設整
備やアーバンスポーツ導入により、世代
を超えた交流の場を拡大。

❹ 文化活動・文化財保護事業
文化団体活動支援、芸術鑑賞教室の実施、無形文化財の記録保
存などを通じ、郷土の歴史・文化の理解と継承を推進。地域文
化の発信と村民の誇りの醸成を図る。

❺ 交流活動・国際理解促進事業
台湾鹿谷郷、大阪府豊中市、沖縄県北中城村との定期交流や文
化・経済活動を実施。村民の国際感覚や広い視野の育成を支
援し、地域の魅力向上と交流人口拡大に貢献。

主 要 事 業

４
基本目標
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